
議会だより
かつらぎ
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誰でもマイボトル

持参で利用できます

役場玄関ロビー中央に設置された給水機

02　 特集　追跡 あの一般質問はどうなった？
04　 国民健康保険税63％の世帯が増税
06　 一般質問　町民のおもいを届ける60分



利用者に喜ばれている給水機（四邑公民館）

どんな遊具ができるのか楽しみ
（道の駅柿の郷くどやま）紫外線照射ができる除菌機

住民の声でさらにサービス向上を

こまめに水分補給を

10秒で簡単殺菌！

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
地
域

住
民
の
要
望
を
満
た
し
て
い
な
い
。
住
民
が
望
む
ド
ア・ツ
ー・

ド
ア
の
実
施
を
。

Ａ
エ
リ
ア
型
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
を
考
え
る
。

Ｑ
遊
具
の
備
わ
っ
た
公
園
を
、
多
く
の
子

育
て
を
し
て
い
る
人
々
が
待
ち
望
ん
で

い
る
。
設
置
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
橋
本
市
と
九
度
山
町
の
同
意
が
得
ら

れ
た
の
で
早
い
時
期
に
設
置
し
た
い
。

そ
の
後 

─
令
和
８
年
度
に
予
算
計
上
さ
れ
、
設
置

を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ
図
書
館
の
本
や
資
料
を
、

安
心
安
全
に
利
用
す
る
除

菌
機
設
置
を
（
令
和
３
年
６
月

会
議
で
も
提
案
）。

Ａ
除
菌
機
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
利
用
者
の
精
神
的
な

安
心
に
も
つ
な
が
る
。

そ
の
後 

─
令
和
６
年
２
月
に
、
県
立
紀

北
工
業
高
等
学
校
か
ら
除
菌
機

が
寄
贈
さ
れ
た
。

議員と町当局の努力が実る
通年議会によって、委員会が活性化し、提案型の質問が多くなった。
また、町当局が質問に真摯に向き合って実現することも多い。

4 年間で行った一般質問テーマ

環
境
福
祉
農
林

ま
ち
づ
く
り

行
政
改
革

交
通
教
育
防
災税建

設
水
道
健
康
観
光
平
和
選
挙

行
政
運
営
・

財
政

18 20 10 21 6 8 26 23 1 12 5 12 4 2 2 19

議員は住民の願いを実
現したいと思っています。
気がついたことがあれば、
ご提案ください。

議会だよりキャラクター
「かきかあちゃん」

図
書
館
に
除
菌
機
の
設
置
を

【
令
和
５
年
９
月
会
議
】

住
民
が
望
む

ド
ア・ツ
ー・ド
ア
を

議
会
で
は
、以
前
か
ら一般
質
問
や
常
任
委
員
会
で
、

誰
で
も
利
用
し
や
す
い
ド
ア・ツ
ー・ド
ア
に
よ
る

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
求
め
て
き
た
。

【
令
和
5
年
６
月
会
議
】

4

3

Ｑ
本
町
の
公
共
施
設
に
は
給

水
ス
ポ
ッ
ト
が
な
い
。
熱

中
症
対
策
な
ど
、
設
置
も
重
要

な
政
策
で
は
。

Ａ
給
水
ス
ポ
ッ
ト
は
、
ま
ず

役
場
庁
舎
へ
の
設
置
を
進

め
た
い
。

そ
の
後 

─
令
和
８
年
度
に
、
役
場
庁
舎

と
総
合
文
化
会
館
や
一
部
の
公

民
館
に
設
置
さ
れ
た
。

熱
中
症
対
策

公
共
施
設
に

給
水
機
器
の
設
置
を

【
令
和
７
年
９
月
会
議
】

1

西
部
公
園
に

遊
具
の
設
置
を

議
会
が
熱
望
し
て
き
た

大
型
遊
具
な
ど
の
設
置
が

実
現
に
向
か
う
。

【
令
和
７
年
３
月
会
議
】

2

あの 一般質問はどうなった？

そ
の
後 

─
令
和
７
年
度
に
エ

リ
ア
型
の
実
証
運
行

が
行
わ
れ
、
令
和
８

年
４
月
か
ら
本
格
運

行
が
開
始
さ
れ
、
利

用
者
が
増
加
し
て
い

る
。

2026.8.1  110号 │ 0203 │ 傍聴議会を して いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。傍聴議会を して 厳粛な雰囲気の中で、議案の説明がされていました。[60代]



現行のままで良い
現行の議員報酬は１人

24 万５０００円で良いと
思います。

中飯降

松
まつ

岡
おか

　路
みち

行
ゆき

さん

問 
今
回
の
条
例
改
正
で
増
税
と
な
る
世
帯
、
減
税

と
な
る
世
帯
数
は
。

税
務
課
長　
増
税
と
な
る
世
帯
は
１
５
１
４
世
帯
63

％
、
減
税
と
な
る
世
帯
は
６
６
１
世
帯
27
％
、
新
た

に
被
保
険
者
と
な
る
世
帯
は
２
０
６
世
帯
。

問 
保
険
税
は
高
す
ぎ
る
と
思
う
が
。
個
人
均
等
割
と

世
帯
平
等
割
が
あ
る
の
で
収
入
や
所
得
が
な
い

人
に
も
保
険
税
が
か
か
る
。
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
保
険
税
の
負
担
が
重
い
こ
と
は
理
解
し
て
お

り
、
町
民
か
ら
も
同
様
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
保
険

税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
に
真
摯
に
向

き
合
い
な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
国
保
制
度
が
持
続
可

能
に
な
る
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
や
県
に

対
し
て
、
よ
り
一
層
の
財
政
支
援
の
拡
充
や
、
制
度

の
改
善
を
求
め
た
い
。

国民健康保険税条例の主な改正
税    　　率 令和７年度

（改正前）
令和８年度
（改正後）

基礎分
所得割 8.06 ％ 7.88 ％
均等割 29,000円 30,200円
平等割 21,200円 21,900円

後期
支援分

所得割 2.67％ 2.73％
均等割 9,800円 10,600円
平等割 7,200円 7,700円

介護分
所得割 2.34％ 2.49％
均等割 9,700円 11,100円
平等割 5,100円 5,900円

子ども・
子育て
支援分

所得割 ―　％ 0.30％
均等割 ―　円 1,122円

18歳以上
均等割 ―　円 69円

平等割 ―　円 766円

 

経
緯
と
目
的

現
在
、
多
く
の
町
村
議
会

が
直
面
し
て
い
る
議
員
の
な
り

手
不
足
。
本
町
議
会
で
も
議
員

定
数
や
報
酬
の
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
議
員

定
数
・
報
酬
調
査
特
別
委
員
会

で
は
慎
重
に
議
論
を
重
ね
た
結

果「
定
数
１
人
減
」お
よ
び「
報

酬
月
額
５
万
円
引
き
上
げ
」
の

方
針
を
ま
と
め
た
。

 

審
議
会
へ
の
諮
問
と
答
申

検
討
結
果
に
基
づ
き
町
長

へ
申
し
入
れ
を
行
い
、
町
長
が

「
か
つ
ら
ぎ
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
」
に
諮
問
。
そ
の
結
果

「
報
酬
月
額
３
万
円
の
引
き
上

げ
」
と
の
答
申
を
受
け
た
。

 

検
討
結
果

委
員
会
で
は
、
答
申
結
果

を
重
く
受
け
止
め
、
委
員
間
で

改
め
て
議
論
を
行
っ
た
。
委
員

会
が
目
指
し
た
報
酬
額
と
、
答

申
結
果
の
隔
た
り
が
議
論
に
な

り
「
現
状
の
議
会
活
動
が
住
民

に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
」「
報

国民健康保険税の税率
6月会議

（5/28～6/12）
専決処分 5件

人事 13件
補正予算 6件

条例 6件
事件議決 1件
諸報告 3件

一般質問 7人

酬
引
き
上
げ
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
ま
ず
は
議
会
活

動
を
し
っ
か
り
と
知
っ
て
も
ら

う
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
、
今
回
は
改
定
を
見
送

り
、
議
員
定
数
・
報
酬
と
も
に

現
行
の
ま
ま
と
な
っ
た
。

 

今
後
の
取
り
組
み

今
後
は
、
議
会
活
動
を
よ

り
わ
か
り
や
す
く
住
民
に
伝

え
「
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
体
制

を
築
き
、
議
員
定
数
と
報
酬
に

つ
い
て
引
き
続
き
議
論
し
て
い

く
。

６月
会議

議│案│審│議
６
月
会
議
は
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
や
専

決
処
分
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
案
、
各
会
計

の
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
改
正
案
以
外
の
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

トレーニング前のラジオ体操で今日も一日元気に（保健福祉センター体力づくりフロア）

内容

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
と
均
等
割
、
平

等
割
の
額
が
改
定
さ
れ
た
。
今
年
度
は
基

金
３
０
０
０
万
円
を
取
り
崩
し
た
が
、

63
％
の
世
帯
が
増
税
と
な
っ
た
。
質
疑
を
通
じ
、
負

担
増
が
続
く
保
険
税
に
は
構
造
的
な
課
題
が
あ
る
こ

と
、
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
と
比
較
す
る
と
年
収
に
対
し

保
険
税
が
高
い
こ
と
、
対
策
が
必
要
な
こ
と
な
ど
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
税

63
％
の
世
帯
が
増
税

【
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
】

…
…

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論

反
対

独
自
に
保
険
税
値
下
げ
を

東
芝　
弘
明 

議
員

国
保
税
は
高
い
。
基
金
を
全

額
使
っ
て
保
険
税
を
引
き
下
げ
た

後
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
均
等

割
を
ゼ
ロ
に
し
、
さ
ら
に
9
割
軽

減
と
全
額
免
除
の
条
例
を
作
り
、

こ
の
過
程
で
均
等
割
の
さ
ら
な
る

軽
減
も
研
究
す
べ
き
。

賛
成

持
続
可
能
な
制
度
維
持
を

山
下　
慎
二 

議
員

加
入
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
医

療
を
支
え
る
重
要
な
社
会
保
障

制
度
で
あ
る
た
め
、
将
来
世
代

に
過
度
な
負
担
を
先
送
り
す
る

こ
と
な
く
、
持
続
可
能
な
国
民

健
康
保
険
制
度
を
維
持
す
る
こ

と
を
望
む
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

・ T O U R O
N ・

６月会議採決状況（賛否が分かれた議案は１件）

件　　　名 議員名
結果

松
岡
藤
本
東
芝
大
原
浦
中
溝
北
中
谷
羽
根
滝
ノ
上
山
下
表
具
大
山

６
月
会
議

農業委員会委員の任命 　13 件 11 対 0 で
同意 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

監査委員条例等の一部改正など 5 件
一般会計補正予算（第 1 号）など 6 件
工事請負契約金額変更契約

11 対 0 で
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国民健康保険税条例の一部改正 10 対 1 で
可決 － ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）松岡宏行議員は、議長のため採決には加わらない。　○は賛成　×は反対

議
員
定
数
・
報
酬
は
現
行
維
持

2026.8.1  110号 │ 0405 │ 傍聴議会を して 過誤納付について、職員個人の責任というのはどうなんですか？業務全て
がそのように判断されるとなると職員の意欲が低下してしまいます。[60代] 傍聴議会を して ちょっと油断していると、資料を探すのに時間がかかる時もあり

ましたが、参考資料はわかりやすいと感じました。[60代]



問 

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
内
蔵
製
品
の
回
収

を
、
住
民
に
ど
う
周
知
し

て
い
る
か
。
今
ま
で
に
発

火
事
故
は
な
か
っ
た
か
。

住
民
環
境
課
長　
家
庭
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
て
周
知
し
て

い
る
。
膨
ら
み
や
液
漏
れ

が
確
認
さ
れ
た
も
の
は
、

役
場
へ
持
参
ま
た
は
エ
コ

ラ
イ
フ
紀
北
へ
の
持
ち
込

み
を
お
願
い
し
て
い
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が

原
因
と
は
特
定
さ
れ
て
い

な
い
が
、
エ
コ
ラ
イ
フ
紀

北
で
火
災
事
故
が
発
生
し
、

数
億
円
規
模
の
被
害
と
な

っ
た
。

問 

避
難
所
に
お
け
る
モ

バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

や
小
型
電
子
機
器
の
持
ち

込
み
と
保
管
な
ど
、
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

危
機
管
理
課
長　
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、

防
火
対
策
を
定
め
て
い
る

が
、
避
難
者
個
人
の
持
ち

込
み
機
器
に
関
す
る
詳
細

な
管
理
基
準
は
、
今
後
検

討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

問 

利
便
性
向
上
と
火
災

リ
ス
ク
の
軽
減
の
観

点
か
ら
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
内
蔵
製
品
の
専
用

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。
未
然
防

止
の
観
点
か
ら
も
早
急
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　
専
用
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

１
カ
所
に
集
め
る
と
発
火

リ
ス
ク
も
増
え
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
集
め
、

進
め
た
い
。

令和８年中に行った
一般質問テーマ

中阪町長

専用回収ボックスの設置を
山下　慎二…………………… 7

資料館をふるさと教育の拠点に
藤本　憲一…………………… 8

過誤納付はなぜ起きたのか
滝ノ上　万記………………… 9

集落支援員へのスライドは
表具　弘…………………… 10

15歳から18歳　歯の健康維持を
東芝　弘明………………… 11

町長の思う未来のかつらぎ町は
溝北　好一………………… 13

重症化予防で財政・国保負担抑制
大山　希世………………… 12

専用回収ボックスの設置を

［町長］ 大変重要な課題の一つである

山下　慎二 議員

日高町では、役場駐輪場に小型家電回収ＢＯＸが
設置されている（日高町ホームページより）

一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で
、

持
ち
時
間
は
１
人
６０
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

６０

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分

問 

部
活
動
の
地
域
移
行

を
進
め
る
う
え
で
、

生
徒
が
主
体
的
に
参
加
で

き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　
具
体
的

な
推
進
計
画
を
策
定
し
て

い
く
上
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
継
続
、
各
中
学
校
の
生

徒
会
な
ど
を
通
じ
て
、
主

体
的
な
参
画
を
促
す
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進
め
た
い
。

問 

指
導
者
の
質
の
向
上

を
目
的
に
、
研
修
体

制
や
ル
ー
ル
作
り
の
考
え

は
。

教
育
総
務
課
長　
全
て
の

指
導
者
が
共
通
の
認
識
を

持
ち
、
生
徒
が
地
域
の
中

で
安
全
に
、
質
の
高
い
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
親

し
め
る
環
境
づ
く
り
に
向

け
、
研
修
体
制
の
構
築
に

努
め
る
。

問 

企
業
の
力
を
生
か
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行

を
進
め
る
中
で
、
地
元
企

業
に
対
し
、
指
導
者
派
遣

や
支
援
な
ど
地
域
全
体
で

の
協
力
呼
び
か
け
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

教
育
長　
関
係
機
関
と
の

協
力
の
も
と
、
各
企
業
へ

直
接
訪
問
す
る
ト
ッ
プ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

地
域
部
活
動
展
開
の
現
状

や
熱
意
を
伝
え
、
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
協
力
体
制

の
構
築
に
努
め
る
。

地
元
企
業
へ
の

協
力
呼
び
か
け
が
必
要

［
教
育
長
］ト

ッ
プ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

各ページの二次元
コードを読み取る
と、ユーチューブ
で質問映像を見る
ことができます。
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問 
人
口
減
少
時
代
だ
か

ら
こ
そ
地
域
を
愛
す

る
心
を
育
て
、
地
域
に
誇

り
を
持
つ
子
ど
も
は
、
将

来
の
地
域
を
支
え
る
力
に

な
る
と
考
え
る
。
歴
史
民

俗
資
料
館
を
地
域
の
歴
史

資
源
を
活
用
し
た
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
の
拠
点
に
で

き
な
い
か
。

教
育
長　
学
校
教
育
と
の

連
携
を
通
じ
て
、
資
料
館

を
活
用
し
た
体
験
型
の
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を

図
り
、
よ
り
深
く
地
域
の

歴
史
を
理
解
さ
せ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域

へ
の
愛
情
と
誇
り
を
育
ん

で
い
き
た
い
。
歴
史
民
俗

資
料
館
を
「
ふ
る
さ
と
教

育
」
の
拠
点
と
し
て
運
用

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問 

人
口
減
少
で
過
疎
化

地
域
が
増
え
て
い
る
。

そ
れ
に
比
べ
て
本
町
は
、

子
育
て
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン

が
増
え
つ
つ
あ
る
。
子
育

て
支
援
策
が
評
価
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。
今
後
さ

ら
に
Ｕ
タ
ー
ン
が
増
え
る

た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

が
大
事
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　
ふ
る
さ
と
が
魅
力

あ
る
町
だ
と
い
う
ふ
う
に

感
じ
る
と
、
帰
り
た
く
な

る
。
こ
れ
が
人
の
考
え
で

あ
る
。
こ
の
町
に
誇
り
が

持
て
る
そ
の
一
つ
が
歴
史

民
俗
資
料
館
で
あ
り
、
本

町
に
と
っ
て
必
要
な
文
化

施
設
と
考
え
、
歴
史
学
習

の
場
と
し
て
取
り
組
み
た

い
。

問 

あ
る
福
祉
事
業
所
が

こ
れ
ま
で
毎
年
10
年

以
上
、
本
町
と
「
か
つ
ら

ぎ
町
障
害
者
移
動
支
援
事

業
」
の
委
託
契
約
を
締
結

し
て
き
た
。
今
な
お
そ
の

契
約
は
継
続
し
て
い
る
。

そ
の
事
業
所
は
、
役
場
の

担
当
課
の
指
示
に
よ
り
収

入
印
紙
を
契
約
書
へ
貼
っ

て
い
る
。
だ
が
、
先
日
そ

の
事
業
所
が
、「
こ
れ
ま

で
毎
年
契
約
書
に
収
入
印

紙
を
貼
っ
て
き
た
け
れ
ど

も
収
入
印
紙
は
本
当
に
必

要
な
の
か
」
と
い
う
疑
問

を
持
ち
、
役
場
の
担
当
課

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
実

は
収
入
印
紙
を
貼
る
必
要

が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
判
明
し
た
。
な
ぜ
こ
ん

な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

福
祉
介
護
課
長　
本
町
は
、

当
該
契
約
が
請
負
の
性
質

を
有
す
る
も
の
と
解
釈
し

て
お
り
、
契
約
書
へ
の
収

入
印
紙
貼
付
が
必
須
で
あ

る
と
の
判
断
の
も
と
、
長

年
事
務
手
続
き
を
行
っ
て

き
た
。
指
摘
が
あ
り
粉
河

税
務
署
お
よ
び
国
税
局
に

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
当

該
契
約
は
印
紙
税
法
上
の

課
税
文
書
に
は
該
当
せ
ず
、

収
入
印
紙
の
貼
付
は
不
要

で
あ
る
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。

問 

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
な
ど

で
は
な
く
て
、
そ
も

そ
も
職
員
が
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思

う
が
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

議
員
の
指
摘
ど
お
り
。
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。

問 

同
様
の
契
約
を
27
事

業
所
と
交
わ
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

ら
に
対
し
本
町
は
ど
の
よ

う
な
補
償
を
す
る
の
か
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

お
わ
び
と
還
付
請
求
が
で

き
る
旨
の
案
内
通
知
を
送

付
し
た
。
そ
の
上
で
過
去

５
年
分
の
印
紙
税
を
還
付

す
る
手
続
き
を
、
福
祉
介

護
課
で
ま
と
め
て
税
務
署

な
ど
に
提
出
し
、
還
付
請

求
す
る
予
定
。

問 

こ
の
よ
う
な
税
金
な

ど
の
過
誤
納
付
の
事

例
に
つ
い
て
、
近
年
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の

か
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

過
誤
納
付
で
は
な
い
が
、

令
和
８
年
２
月
に
報
道
発

表
し
た
、
国
民
健
康
保
険

事
業
に
係
る
高
額
療
養
費

の
合
算
の
算
定
誤
り
が
あ

っ
た
。

問 

本
町
は
自
ら
の
ミ
ス

で
事
業
者
に
損
害
を

与
え
た
の
に
、
時
効
の
た

め
与
え
た
損
害
を
全
て
償

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
場
合
、
本
町
が
で
き
る

償
い
と
は
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

事
業
者
が
町
に
対
し
、
国

家
賠
償
法
に
基
づ
く
損
害

賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
る
。

問 

担
当
課
の
ミ
ス
に
よ

り
受
け
た
損
害
を
、

事
業
者
が
手
間
暇
か
け
て

国
家
賠
償
法
に
基
づ
き
、

損
害
賠
償
請
求
を
し
ろ
と

い
う
こ
と
か
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

そ
の
と
お
り
。

ま
と
め

１
．
相
手
方
か
ら
損
害
賠

償
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、

任
意
の
交
渉
の
段
階
で
誠

意
を
持
っ
て
、
で
き
る
限

り
相
手
に
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
対
応
す
る
こ
と
。

２
．
今
回
は
時
効
が
成
立

し
て
い
る
事
業
所
に
は
、

さ
ら
に
迷
惑
と
損
害
を
か

け
る
か
ら
、
本
当
に
反
省

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
直

接
訪
問
し
て
謝
罪
す
べ
き

で
あ
る
。

問 

本
年
８
月
28
日
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
が

本
町
に
巡
回
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
健
康
づ
く
り
運
動
で
あ

り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や

介
護
予
防
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
今
回

の
巡
回
事
業
を
一
過
性
の

イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
、
健
康
寿
命

日
本
一
を
目
指
す
取
り
組

み
と
し
て
、
継
続
的
に
活

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
健
康
づ
く
り
の
中

で
有
意
義
な
一
つ
の
手
法

と
思
う
。
今
後
ラ
ジ
オ
体

操
を
ど
の
よ
う
に
活
用
で

き
る
か
、
関
係
課
と
検
討

し
た
い
。

資料館をふるさと教育の拠点に

［町長］ 歴史学習の場として取り組みたい

藤本　憲一 議員

会の始めにラジオ体操をしている丁ノ町あしたば会（いきいきサロン）

過誤納付はなぜ起きたのか

［参事］ 正しい知識を持っていなかった

滝ノ上万記 議員

委託契約の案内には収入印紙を貼付する旨が書かれている

ラ
ジ
オ
体
操
を
健
康
づ
く
り
に

［
町
長
］有
意
義
な
一つ
の
手
法
だ
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問 
直
近
５
年
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
任
期

満
了
者
数
と
、
町
内
へ
の

定
住
者
数
お
よ
び
定
住
率

は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

直
近
５
年
間
の
任
期
満
了

者
数
は
４
人
で
、
う
ち
３

人
が
町
内
定
住
で
あ
る
。

任
期
を
全
う
で
き
ず
中
途

退
任
３
人
、
合
計
７
人
で

全
体
の
定
住
率
は
約
43
％

で
あ
る
。

問 

定
住
に
結
び
つ
か
な

か
っ
た
原
因
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

採
用
前
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
、

定
住
な
ど
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
不
足
と
分
析
し
て
い

る
。
過
去
の
中
途
退
任
ケ

ー
ス
で
は
着
任
前
に
、町・

問 

成
人
の
75
％
が
歯
周

病
に
罹り

患か
ん
し
、
高
校

生
の
年
代
で
も
31
％
が
虫

歯
、
24
％
が
歯
肉
炎
を
発

症
し
て
い
る
。
口
内
の
細

菌
バ
ラ
ン
ス
も
影
響
す
る

た
め
、
15
歳
か
ら
18
歳
に

対
す
る
歯
科
健
診
と
治
療

の
徹
底
は
、
成
人
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
習
慣
を
形

成
す
る
上
で
も
重
要
で
は

な
い
か
。

健
康
保
険
課
長　
15
歳
か

ら
18
歳
ま
で
の
口
腔
内
フ

ロ
ー
ラ
が
確
定
す
る
ま
で

の
年
代
に
対
し
、
啓
発
は

重
要
。

町
長　
高
校
生
は
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
怠
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。
し
っ
か
り

捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
・
隊
員
の
三
者
間
で

活
動
の
具
体
的
な
目
標
や
、

３
年
後
の
出
口
・
定
住
な

ど
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

十
分
す
り
合
わ
せ
が
で
き

ず
、
活
動
に
対
す
る
期
待

値
の
ズ
レ
が
生
じ
た
こ
と

で
あ
る
。

問 

隊
員
の
報
酬
額
を
月

額
22
万
円
に
引
き
上

げ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る

が
、
生
活
コ
ス
ト
を
下
げ

る
福
利
厚
生
お
よ
び
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
が
不
足
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

生
活
基
盤
へ
の
支
援
と
し

て
は
決
し
て
低
い
水
準
で

は
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
に
関
し
て
は
、
本
業

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
副

業
を
可
能
と
し
て
お
り
、

将
来
へ
向
け
た
準
備
や
収

入
確
保
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

問 

新
規
就
農
者
育
成
事

業
の
進
捗
は
。

農
林
振
興
課
長　
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
募
集

を
開
始
。
10
月
１
日
に
着

任
予
定
で
あ
る
。

問 

概
ね
年
額
４
４

０
万
円
と
聞
い

て
い
る
が
、
現
在
の

総
額
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
令
和
８
年
度
か

ら
月
額
報
酬
を
22
万

円
に
引
き
上
げ
、
基

本
報
酬
２
６
４
万
円

と
、
家
賃
補
助
や
活

動
車
両
の
借
上
費
な

ど
を
含
め
た
、
活
動

費
上
限
２
０
０
万
円

を
合
わ
せ
概
ね
４
６

４
万
円
で
あ
る
。

問 

可
処
分
所
得
４
０
０

万
円
を
確
保
す
る
に

は
、
約
５
０
０
万
円
の
農

業
所
得
が
必
要
と
な
る
が
。

農
林
振
興
課
長　
本
町
の

新
規
就
農
者
の
５
年
目
の

目
標
農
業
所
得
は
３
２
０

万
円
。
就
農
初
期
か
ら
当

該
所
得
を
達
成
す
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

問 
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

と
し
て
新
規
就
農
者

制
度
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
は
。

問 

対
象
の
受
診
率
は
約

32
％
と
低
い
。
①
歯

科
医
師
会
と
の
連
携
②
高

校
非
進
学
者
へ
の
健
診
無

料
化
③
高
校
で
の
特
別
講

習
④
漫
画
を
活
用
し
た
啓

発
冊
子
作
成
。
こ
の
４
点

を
提
案
し
た
い
。

健
康
保
険
課
長　
歯
科
医

師
会
と
連
携
し
検
討
す
る
。

非
進
学
者
の
把
握
や
高
校

の
状
況
も
調
査
し
、
対
策

を
講
じ
た
い
。

町
長　
18
歳
ま
で
無
料
で

治
療
で
き
る
期
間
内
に
ど

う
進
め
る
か
。
前
向
き
に

研
究
し
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

隊
員
の
起
業
に
対
し
、
最

大
１
０
０
万
円
ま
で
補
助

す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

起
業
支
援
補
助
金
を
設
け

て
い
る
。

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

起
業
支
援
補
助
金
は

特
別
交
付
税
が
財
源
。
町

内
在
住
の
３
人
は
活
用
し

て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

活
用
し
て
い
な
い
。

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

か
ら
集
落
支
援
員
へ

の
ス
ラ
イ
ド
は
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

総
務
省
の
資
料
に
お
い
て
、

任
期
満
了
後
に
集
落
支
援

員
と
し
て
活
動
を
継
続
す

る
事
例
の
紹
介
は
承
知
し

て
い
る
が
、
ス
ラ
イ
ド
を

制
度
化
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
隊
員
が
自
ら

の
力
で
生
活
基
盤
を
築
き

自
立
し
て
も
ら
い
た
い
。

問 

本
町
の
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る

被
害
は
６
３
０
０
本
を
超

え
、
県
内
で
最
も
深
刻
。

行
政
と
農
家
が
協
力
し
、

モ
モ
・
ス
モ
モ
・
ウ
メ
な

ど
の
園
地
を
守
る
体
制
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
個
人
の
農
家
で
は

克
服
で
き
な
い
。
行
政
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
が
必
要
だ
と

理
解
し
て
い
る
。

問 

役
場
の
職
員
は
３
人

体
制
。
他
に
も
事
務

が
あ
る
。
伐
採
な
ど
の
申

請
相
談
が
あ
る
と
状
況
を

把
握
す
る
が
、
耕
作
放
棄

地
の
こ
と
は
、
よ
く
分
か

っ
て
い
な
い
。
職
員
体
制

を
強
化
し
て
、
毎
年
被
害

の
状
況
を
リ
ア
ル
に
把
握

す
る
べ
き
で
は
。

副
町
長　
そ
う
い
う
体
制

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
も
含
め
検
討
し
た
い
。

問 

対
策
強
化
に
向
け
、

農
薬
情
報
を
有
す
る

農
協
な
ど
も
交
え
た
「
対

策
協
議
会
」
を
設
置
す
べ

き
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

対
策
協
議
会
の
設
置
は
重

要
。
協
議
が
で
き
る
場
を

構
築
し
た
い
。

問 
町
内
に
は
１
本
３
万

円
の
委
託
料
の
範
囲

で
伐
採
と
伐
根
、
処
分
ま

で
実
施
し
て
い
る
会
社
が

あ
る
。
同
じ
園
地
で
も
５

０
０
０
円
で
対
応
で
き
る

木
や
２
万
円
経
費
が
か
か

る
木
な
ど
違
い
が
あ
る
。

経
費
が
か
さ
む
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
被
害
の
状
況
を
全

部
つ
か
み
、
積
極
的
な
対

応
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
人
的
な
調
査
は
不

可
能
に
近
い
。
荒
廃
農
地

ま
た
は
耕
作
放
棄
地
を
把

握
し
た
上
で
、
園
地
の
中

で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
。

こ
ち
ら
か
ら
動
き
、
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
。

農
家
の
承
諾
を
得
た
上
で

の
調
査
や
対
策
実
施
を
総

合
的
に
検
討
す
る
。

集落支援員へのスライドは

［参事］ 制度化することは考えていない

15歳から18歳
歯の健康維持を

［町長］ 治療が進むよう前向きに研究したい

表具　弘 議員東芝　弘明 議員

先進地の取り組みを本町にも活かしてほしい

モモの被害は深刻（兄井地内）

被
害
対
策
に
職
員
体
制
の
強
化
を

［
副
町
長
］そ
う
す
る
べ
き
か
も
含
め
検
討
す
る

2026.8.1  110号 │ 1011 │ 傍聴議会を して 考え事をしているのかもしれないが、町側職員の腕組む姿が気になったと
ころです。映像配信でも見られているということを意識してほしいです。[60代] 傍聴議会を して 一般質問と議員の思いや考えを述べることのできるチャンスですので、今

の問題も大切ですが、もっと将来、夢のある提案も聞きたかったです。[60代]



住
民
の
健
康
が

財
政
安
定
に
つ
な
が
る

問 
社
会
保
険
よ
り
も
圧

倒
的
に
守
ら
れ
て
い

な
い
国
保
被
保
険
者
を
守

る
最
後
の
砦
が
町
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
早
期
段
階

ア
プ
ロ
ー
チ
に
力
を
入
れ

る
べ
き
。
特
定
健
診
結
果

デ
ー
タ
を
も
と
に
予
備
軍

に
な
る
前
段
階
の
被
保
険

者
を
抽
出
し
、
町
内
医
院

へ
業
務
委
託
と
い
う
形
で

関
わ
り
、
長
期
的
に
住
民

の
健
康
を
守
る
た
め
に
町

が
適
切
に
医
療
機
関
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
を
求
め
た

い
。町

内
小
中
学
校
で
県
立

和
医
大
と
連
携
継
続
し
て

い
る
「
※
子
ど
も
ロ
コ
モ

調
査
」
は
理
想
的
な
連
携
。

成
人
医
療
で
も
実
現
で
き

な
い
か
。

健
康
保
険
課
長　
和
医
大

や
紀
北
分
院
と
協
議
を
要

す
る
た
め
分
か
ら
な
い
状

況
。

問 

徳
島
県
石い
し
井い

町ち
ょ
う

は
約

人
口
２
万
４
５
０
０

人
。
こ
の
町
で
は
、
特
定

健
診
を
受
け
た
住
民
の
中

か
ら
糖
尿
病
や
腎
不
全
の

予
備
軍
で
あ
る
対
象
者
の

約
９
割
を
地
域
の
医
療
機

関
へ
繋
げ
て
い
る
。
ま
た
、

治
療
を
継
続
す
る
成
果
を

上
げ
つ
つ
、
他
の
疾
病
リ

ス
ク
の
あ
る
住
民
も
地
域

の
医
院
に
繋
げ
た
。
さ
ら

に
、
令
和
6
年
度
か
ら
健

康
保
険
努
力
支
援
交
付
金

を
活
用
し
、
医
療
機
関
に

機
器
に
よ
る
計
測
と
健
康

管
理
を
委
託
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
糖
尿
病
予
備
軍

の
人
に
対
し
、
グ
ル
コ
ー

ス
値
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ンＡ

１
c

、
空
腹
時
血
糖
値
を

把
握
す
る
も
の
で
、
計
測

は
仕
事
中
、
運
動
中
、
睡

眠
中
、
食
前
・
食
中
・
食

後
な
ど
に
及
ぶ
。
医
療
機

関
は
、
こ
の
数
値
に
基
づ

き
健
康
管
理
を
実
施
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
進
事
例

を
踏
ま
え
、
本
町
の
農
業

を
支
え
る
人
々
、
地
域
経

済
を
回
す
個
人
事
業
主
の

健
康
な
人
生
と
、
本
町
の

財
政
を
守
る
た
め
重
症
化

を
防
ぐ
取
り
組
み
を
始
め

て
は
ど
う
か
。

町
長　
全
国
的
に
国
保
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
医
療
費
の
増
加
も
顕

著
。
提
案
が
あ
っ
た
導
入

も
含
め
、
ど
こ
ま
で
で
き

る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
他
自
治
体
に
先

駆
け
た
取
り
組
み
も
必
要

と
考
え
る
。
前
向
き
に
捉

え
検
討
す
る
。

問 

私
が
議
員
に
な
っ
た

当
時
か
ら
は
大
き
く

こ
の
町
は
変
わ
っ
て
き
た
。

あ
ら
ゆ
る
こ
と
の
進
歩
が

激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、

元
気
な
町
・
住
ん
で
良
か

っ
た
と
思
え
る
力
強
い
町

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
変

化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
中

で
、
ど
の
よ
う
に
考
え
行

動
し
て
き
た
か
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ

め
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
・
地
域
経
済
の
変
化

な
ど
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
検
証
の
上
で
事

業
を
進
め
る
事
は
大
切
だ

が
、
こ
の
時
代
で
は
先
ず

第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
実

践
し
な
が
ら
改
善
を
重
ね

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

広
い
視
野
で
物
事
を
考
え
、

要
点
や
本
質
を
見
抜
き
、

細
か
な
と
こ
ろ
に
目
を
配

り
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
。

問 

人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
町
政
へ
の
思
い

は
。

町
長　
人
口
減
に
よ
る
公

共
施
設
の
適
正
化
な
ど
、

厳
し
い
判
断
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
増
す
が
、
夢
や

希
望
ま
で
縮
小
し
て
は
な

ら
な
い
。
一
人
一
人
の
暮

ら
し
の
質
を
高
め
、
幸
福

度
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
、
誰
も

が
地
域
の
中
で
役
割
を
持

ち
「
居
場
所
と
出
番
」
を

持
て
る
。
そ
し
て
、
町
の

将
来
に
「
夢
や
希
望
」
が

持
て
、
町
に
誇
り
が
持
て

る
こ
と
が
行
政
の
役
割
。

本
町
で
は
子
育
て
支
援
政

策
や
移
住
・
定
住
政
策
に

力
を
注
ぎ
、
直
近
６
年
間

で
０
歳
か
ら
14
歳
の
子
ど

も
の
転
入
超
過
が
１
０
０

人
を
超
え
、
Ｕ
タ
ー
ン
が

多
い
結
果
が
出
て
い
る
。

問 

町
長
は
在
職
７
年
、

若
く
行
動
力
も
抜
群
。

更
な
る
頑
張
り
で
、「
未

来
の
か
つ
ら
ぎ
町
」
は
ど

ん
な
町
で
あ
り
た
い
か
。

町
長　

私
が
目
指
す
の

は
、
人
口
の
多
い
町
で
も

大
企
業
が
集
ま
る
町
で
も

な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
将

来
住
み
続
け
た
い
と
思
う

町
。
一
度
外
へ
出
た
若
者

が
戻
っ
て
き
た
い
と
思
う

町
。
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
で

あ
る
。
町
民
一
人
一
人
が
、

「
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か

っ
た
」「
こ
の
町
に
誇
り

を
持
っ
て
い
る
」
と
言
え

る
町
で
あ
り
た
い
。
こ
れ

か
ら
も
子
育
て
支
援
、
教

育
環
境
の
充
実
、
産
業
振

興
、
交
通
対
策
、
防
災
対

策
、
そ
し
て
地
域
活
性
化

に
取
り
組
み
な
が
ら
「
選

ば
れ
る
町
」「
戻
っ
て
き

た
い
町
」
そ
し
て
「
住
み

続
け
た
い
町
」
を
目
指
し

て
い
く
。
私
は
、
改
革
の

た
め
の
改
革
を
し
た
い
と

は
思
わ
な
い
。
し
か
し
、

変
わ
ら
な
け
れ
ば
守
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。
住
民
サ

ー
ビ
ス
も
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
、
子
ど
も
た
ち

の
未
来
も
、
現
状
維
持
で

は
守
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。

変
え
る
べ
き
も
の
は
勇
気

を
持
っ
て
変
え
、
守
る
べ

き
も
の
は
し
っ
か
り
守
る
。

そ
れ
が
私
の
町
政
運
営
の

基
本
姿
勢
だ
。　

＊
他
に
「
紀
の
川
フ
ル
ー

ツ
ラ
イ
ン
の
ご
み
処
理
」

「
北
部
連
絡
道
の
道
路
整

備
と
路
上
樹
木
枝
の
伐

採
」
に
つ
い
て
質
問
を
行

っ
た
。

※
子
ど
も
ロ
コ
モ
調
査

と
は新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
に
よ
る
運
動

機
会
の
減
少
が
、
子
ど

も
の
体
力
低
下
を
引
き

起
こ
す
懸
念
か
ら
始
ま

っ
た
調
査
。
対
策
が
講

じ
ら
れ
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
。

重症化予防で
財政・国保負担抑制

［町長］ 他の自治体に先駆けた取り組みも必要

大山　希世 議員

腎不全・透析とならないために～高血糖が及ぼす腎障害～
（逗子金沢内科クリニックホームページより）

24時間腕に貼るだけで
スマートフォンに自動で
血糖変動を可視化する
医療機器

町長の思う
未来のかつらぎ町は

［町長］ 町に誇りが持て　住んで良かった町

溝北　好一 議員

中阪町政の羅針盤
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町が子供達が住民のための輝く町に成ることをお祈り致します。[50代]



委 員 会 報 告

５
月
は
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

に
つ
い
て
、
所
管
課
よ
り
説
明
を
受

け
た
。
今
年
度
本
町
は
隊
員
の
報
酬

を
月
額
20
万
円
か
ら
22
万
円
に
増
額

し
た
。

委
員
か
ら
は
、
兵
庫
県
新し

ん
温お
ん
泉せ
ん
町ち
ょ
う

の
視
察
研
修
で
の
取
り
組
み
と
の
比

較
を
中
心
に
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

６
月
は
改
選
前
最
後
の
委
員
会
と

し
て
２
年
間
の
総
括
を
行
っ
た
。
委

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
案
と
議

会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
案
の
委

員
会
審
議
を
一
通
り
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
は
、
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
町
当
局
と
の
確
認
協
議

が
残
っ
て
い
る
。
改
選
に
伴
い
、
議

会
の
構
成
が
変
わ
る
の
で
、
今
ま
で

の
努
力
を
き
ち
ん
と
引
き
継
ぐ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
課
題
で
も

あ
る
が
、
よ
り
良
い
議
会
を
つ
く
る

取
り
組
み
に
な
る
。
そ
う
考
え
る
と

楽
し
い
。

執
行
部
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
の
進
捗
と
、
今
後
の
計
画

の
説
明
を
求
め
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス

で
は
電
子
申
請
化
が
進
ん
で
い
る
。

業
務
効
率
化
を
目
指
す
中
で
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
を
進
め
る
た
め
、
年
間
予

算
を
組
ん
で
機
器
の
入
れ
替
え
を
計

画
し
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
含
め

て
、
議
会
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

改
選
前
最
後
の
委
員
会
で
は
、「
か

つ
ら
ぎ
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
」
の
説
明
を
受
け
た
。

以
前
の
町
行
動
計
画
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
対
策
や
対
応
で
得
ら
れ
た
こ

と
を
反
映
し
、
感
染
症
危
機
に
備
え

る
新
た
な
計
画
で
あ
っ
た
。

こ
の
２
年
間
議
論
を
深
め
て
き

た
「
本
町
に
お
け
る
ご
み
処
理
」
に

関
し
て
、
視
察
研
修
報
告
も
含
め
総

く
の
か
、
橋
本
市
議
会
の
導
入

事
例
な
ど
を
参
考
に
議
論
し
た
。

予
算
要
求
す
る
に
も
、
ま
ず
は

デ
モ
体
験
し
、
ど
の
よ
う
な
ス

ペ
ッ
ク
の
機
器
を
求
め
る
の
か

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
先
決

で
あ
る
と
意
見
が
ま
と
ま
り
、

改
選
後
の
議
会
に
託
す
こ
と
と

な
っ
た
。

議
会
基
本
条
例
と
関
連
す
る

条
例
改
正
、
通
年
議
会
の
検
証

も
含
め
、
４
年
間
積
み
重
ね
た

こ
と
の
い
く
つ
か
が
実
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
建
物
の
土
台
部
分
。

条
例
制
定
の
努
力
が
生
き
る
か

ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
議
員

の
活
動
に
か
か
っ
て
い
る
。
努

力
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
と
思

う
。

括
を
行
っ
た
。
先
進
自
治
体
へ

の
視
察
を
数
回
行
い
、
本
町
と

照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
政
策
提

言
を
目
標
に
し
て
き
た
が
、
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
は
決

し
て
無
駄
で
は
な
い
。
今
後
の

委
員
会
で
も
し
っ
か
り
議
論
が

で
き
る
よ
う
引
き
継
ぎ
た
い
。

員
か
ら
は
、
過
去
に
議
会
が
採

択
し
た
請
願
・
陳
情
の
そ
の
後

の
経
過
に
つ
い
て
、
約
半
年
掛

け
て
整
理
し
た
こ
と
が
評
価
で

き
る
。
所
管
が
多
い
の
で
テ
ー

マ
を
絞
っ
て
深
く
掘
り
下
げ
よ

う
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

多
く
の
傍
聴
に
も
恵
ま
れ
て

幸
せ
な
２
年
間
だ
っ
た
。

課
題
に
取
り
組
ん
だ
２
年
間

制度フル活用中の兵庫県新温泉町

細分化されたごみの徹底分別を行っている
（徳島県上

かみ

勝
かつ

町
ちょう

）

ハラスメントを防止するルール作りは大切

改
選
後
も
引
き
続
き
取
り
組
む

努
力
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

実際に体験すると、思っていたよりも使いやすかった
（橋本市議会にて）

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

議
論
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

2026.8.1  110号 │ 1415 │ 



議
会
で
活
発
に
議
論

が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、

町
の
事
業
が
適
切
に
運

営
・
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

松ま
つ
尾お　
真ま

由ゆ

美み

よ
り
よ
い
町
づ
く
り

に
向
け
た
議
論
の
重
み

を
実
感
。
責
任
感
を
持
っ

て
、
日
々
の
業
務
に
取

り
組
む
思
い
を
強
め
ま

し
た
。

森も
り

本も
と　

圭け
い

祐す
け

質
問
と
答
弁
の
全
内

容
が
理
解
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
こ
れ
か
ら
よ

り
一
層
身
を
引
き
締
め

て
、
知
識
も
増
や
し
た

い
で
す
。

木き

村む
ら　
恵え

里り

真
剣
な
質
疑
、
議
論

か
ら
、
こ
の
よ
う
に
町
民

の
た
め
の
条
例
制
定
や

予
算
運
用
な
ど
が
決
定

さ
れ
る
の
だ
と
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

光み
つ
な
が永　
茉ま

白し
ろ

真
剣
に
議
論
す
る
姿

を
拝
見
し
、
知
識
不
足
で

全
て
は
理
解
で
ま
せ
ん

で
し
た
が
全
員
の
町
を

想
う
気
持
ち
が
伝
わ
り

ま
し
た
。

森も
り　
　
咲そ

う
太た

間
近
で
見
る
議
会
は

と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま

し
た
。
行
政
と
議
会
の

役
割
を
改
め
て
認
識
す

る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

西に
し
う
ら浦　
　
諒り
ょ
う

画
面
越
し
で
は
伝
わ

ら
な
い
議
場
内
の
緊
張

感
と
議
論
さ
れ
て
い
る

方
々
の
熱
意
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

谷た
に
口ぐ

ち　
翔し
ょ
う

太た

議
会
を
傍
聴
し
、
条
例

や
議
案
審
議
を
通
じ
て
、

議
論
の
重
み
を
肌
で
感

じ
、
公
務
員
と
し
て
の
自

覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

亀か
め
田だ　
寛ひ

ろ
貴き

予
算
や
条
例
の
議
論

や
審
議
な
ど
、
ど
の
よ
う

に
議
会
で
議
決
さ
れ
て

い
る
か
議
場
の
雰
囲
気

を
通
し
て
理
解
で
き
ま

し
た
。

西に
し　
　
純じ
ゅ
ん

矢や

議
会
を
初
め
て
傍
聴

し
、
町
の
課
題
や
住
民
の

声
に
つ
い
て
真
剣
に
議

論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

学
び
、
大
変
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

井い

本も
と　

祐ゆ

里り

答
弁
の
ス
ピ
ー
ド
感

や
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲

気
に
驚
き
ま
し
た
。
よ
り

一
層
知
識
を
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

藤ふ
じ
わ
ら原　

愛あ
い

菜な

行
政
に
対
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
迫
力

の
あ
る
議
論
が
交
わ
さ

れ
て
お
り
、
町
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

北き
た

山や
ま　

大だ
い

輔す
け

議
員
の
質
問
に
即
座

に
答
弁
す
る
課
長
の
姿

に
感
銘
を
受
け
、
幅
広
い

視
野
や
業
務
に
対
す
る

知
識
の
重
要
性
を
痛
感

し
ま
し
た
。

大お
お
は
ら原　

史ふ
み

裕ひ
ろ

議
会
を
傍
聴
し
、
緊

張
感
あ
る
中
、
質
疑
や
答

弁
し
て
い
る
姿
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
を
知
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

平ひ
ら

田た　
翔し

ょ
う

太た

議
会
傍
聴
を
通
じ
、

行
政
運
営
へ
の
責
任
と

緊
張
感
を
肌
で
感
じ
ま

し
た
。
町
民
の
視
点
を

常
に
意
識
し
、
業
務
に

取
り
組
む
重
要
性
を
学

び
ま
し
た
。

深ふ
か

野の　
祐ゆ
う

樹き

議
員
の
方
々
が
町
や

町
民
の
生
活
を
親
身
に

考
え
質
問
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
て
、
今
後
よ
り

良
い
町
を
目
指
し
業
務

に
励
ん
で
い
こ
う
と
感

じ
た
。

野の

口ぐ
ち　
皓こ

う
生き

質
疑
に
対
し
的
確
に

答
弁
す
る
町
長
ら
の
姿

に
圧
倒
さ
れ
た
。
町
職

員
と
し
て
求
め
ら
れ
る

知
識
と
責
任
の
重
さ
を

感
じ
た
。

岩い
わ

鶴つ
る　

未み

ゆ優

新規職員
議会傍聴研修
新規採用の職員17人が６月12日の本会議
を傍聴した感想を掲載する。

傍聴
議会を

して
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編
集
は

　
今
も
発
展
途
上

こ
の
４
年
間
で
全
国
町

村
議
会
議
長
会
の
議
会
広

報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
８
位
（
97
号
）、
５

位
（
１
０
２
号
）、
２
位

（
１
０
５
号
）
と
３
回
入

選
し
、
喜
び
と
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
選

以
降
有
名
に
な
り
、
全
国

か
ら
視
察
が
増
え
ま
し
た
。

編
集
委
員
会
は
、
絶
え

ず
学
ぶ
こ
と
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
中
に
は
手
痛

い
失
敗
も
あ
り
、
編
集
に

対
し
強
く
批
判
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
失
敗

は
簡
単
に
克
服
で
き
ま
せ

ん
。
で
も
私
た
ち
は
、
そ

こ
か
ら
も
深
く
学
び
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
編
集
は

今
も
発
展
途
上
に
あ
り
ま

す
。
楽
し
い
紙
面
作
り
の

た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

委
員
長　
東
芝　
弘
明

委
員
長　
　
東
芝
弘
明

副
委
員
長　
大
山
希
世

委　
員　
　
大
原
清
明

　
〃　
　
　
浦
中
隆
男

　
〃　
　
　
中
谷
雅
美

　
〃　
　
　
山
下
慎
二

事
務
局
長　
澤
田
靖
子

事
務
局
副
主
査

　
　
　
　
　
西
浦　
諒

報
告

政
務
活
動
費
と
は
、
議
員
が
調
査
研

究
な
ど
の
活
動
を
行
う
た
め
に
経
費
の

一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。 

令和７年度政務活動費収支一覧 （単位：円）

議員名 交付額

経費の内訳

合計 ※調査　
研究費 研修費 広報・

広聴費
※資料　
作成費

※資料　
購入費 事務費

松岡宏行 180,000 266,406 266,406
東芝弘明 4,220 4,220 4,220
大原清明 57,600 57,600 57,600
溝北好一 89,402 89,402 8,450 80,952

滝ノ上万記 100,246 100,246 11,000 34,477 54,769
山下慎二 49,768 49,768 49,768
表具　弘 117,730 117,730 53,500 64,230
大山希世 52,486 52,486 41,524 2,270 8,692

合計 651,452 737,858 41,524 60,768 266,406 96,427 199,811 72,922
・交付額は、議員１人当たり月額 1 万 5000 円を基礎とした年間上限 18 万円。
・一覧に氏名のない議員は交付を受けていない。

令和８年度議会モニターの紹介（敬称略）

氏　　名 推薦団体など

門
かど

　　大
だい

貴
き 公募

城
じょう

　　貴
たかひこ

彦 公募

宮
みやもと

本　和
かずまさ

昌 公募

宮
みやもと

本菜
な な こ

々子 公募

福
ふくもと

本　宗
むね

治
じ 町商工会

松
まつおか

岡　真
ま

弓
ゆみ 町青年団体連絡協議会

藤
ふじもと

本ひとみ 町女性会議

西
にし

　　宏
ひろ

紀
き 町老人クラブ連合会

山
やまもと

本　敏
としかず

一 町身体障害者会

松
まつやま

山　哲
てつ

也
や 佐野こども園保護者会

池
いけ

田
だ

　裕
ゆう

司
じ 三谷こども園保護者会

平
ひらおか

岡　孝
たか

啓
ひろ 町PTA連合会

藤
ふじもと

本賀
か ず

津雄
お 町民生児童委員協議会

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

!  かきかあちゃんの用語解説
※調査研究費

調査研究および調査委託に要する経費や視察研修費など
※資料作成費

資料を作成するために要する経費やパソコン、プリンター
購入費など

※資料購入費
図書、資料などの購入、利用などに要する費用など

大原　清明浦中　隆男

溝北　好一中谷　雅美

どの号も思いを込めて作りました

任期満了に伴う記念写真（総合文化会館大ホール）

（
編
集
締
切
時
点
ま
で
に
退
任
を
表
明
し
た
議
員
）

こ
の
た
び
、
町
議
会
議
員
を
退
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

在
任
中
は
「
住
み
や
す
く
、
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
町
政
発
展
の
た
め
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら

賜
り
ま
し
た
多
大
な
る
ご
支
援
に
、
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
一
町
民
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

政
務
活
動
費
は

12
人
中

8
人
が
活
用

和
歌
山
県
町
村
議
会
議
長

会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
松

岡
宏
行
議
員
、
藤
本
憲
一
議

員
、
溝
北
好
一
議
員
が
議
会

議
員
在
職
11
年
以
上
の
地
方

自
治
功
労
者
と
し
て
、
和
歌

山
県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表  

彰
議
員
11
年

表
彰
状
贈
呈

松岡宏行 議員藤本憲一 議員溝北好一 議員

退
任
の
あ
い
さ
つ
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次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで頑張っている子どもたちを紹介します。
学校の中だけでなく、さまざまな分野で一生懸命に取り組む姿を応援します。

【渋田小学校６年生】

北
きた

浦
うら

　花
か

純
すみ

さん

1 空手の試合で入賞できるよう頑張っています。
2 強くなって、自信をつけるためです。
3 人の役に立てることをしたいです。
4 年齢関係なく、みんな仲が良いところです。

【妙寺小学校６年生】

大
おお

林
ばやし

　寧
ね

音
ね

さん

1 水泳を頑張っています。
2 家族に勧められてはじめました。
3 オリンピックに出場することです。
4 自然が豊かで人が優しいところです。

n e x t g e n e r a t i o n
がんばる人紹介

次世代シリーズ

こ れ か ら の「 か つ ら ぎ 町 」を 担 う の は 君 だ ！

1今、頑張っていること
2始めたきっかけ

3将来の夢
4かつらぎ町の好きなところ

質  問  事  項

【笠田中学校３年生】

田
た

村
むら

　真
ま

生
お

さん

1 バレーボールと生徒会書記です。
2 何か新しいことに挑戦したかったからです。
3 人を助けられる管理栄養士になりたいです。
4 自然豊かで、優しい人が多いところです。

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

空 手

  KITAURA
KASUMI

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

  TAMURA MAO

バ
レ

ーボー

ル

n e x t g e n e r a t i o n

がんばる人

次世代シリーズ

  OBAYASHI
NENE

水  泳

n e x t g e n e r a t i o n

発行 ： 和歌山県かつらぎ町議会　〒649-7192 和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL0736-22-0300㈹　FAX0736-22-0604　https://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

編集 ： 議会だより編集特別委員会

和歌山県
かつらぎ町議会

町議会
ホームページ


